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持
牛
に
お
り
る
内
面
的
必
然
性
じ
つ
い
て

，，’ 

西

尾

陽

太

郎

明
市
中
期
の
思
想
と
し
て
著
し
い
も
の
に
、
園
家
主
義
思
想
と
文
語
に
治
け
る
ロ

T

Y

チ
シ
ス
ム

O
運
動
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の

ん
と
し
て
国
家
主
義
思
想
家
と
し
て
ま
た
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
と
し
て
の
評
償
を
一
身
に
併
せ
有
ク
た
人
に
樗
牛
が
あ
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
と
の
雨

者
は
如
何
に
闘
聯
ず
る
も
の
な
の
か
。
コ
一
十
二
年
閣
の
彼
の
一
生
の
中
の
、
わ
け
て
も
明
治
二
十
年
頃
か
ら
一
一
一
十
五
年
に
至
る
ほ
ピ
十
五
年
。

間
に
、
一
一
一
十
年
及
び
一
一
一
十
四
年
を
期
と
す
る
飛
躍
的
な
思
想
の
念
轄
は
一
体
何
主
意
味
す
る
も
の
な
の
か
。
そ
れ
は
思
想
の
断
絶
な
の
か
強
展

た
D
か
。
一
一
一
十
年
に
園
自
然
主
義
主
唱
え
た
彼
が
「
さ
ら
に
美
的
生
活
論
に
よ
る
本
能
捕
是
主
義
の
立
場
を
と
り
、
晩
年
に
は
白
蓮
主
義
へ
と
推

移
し
て
い
っ
た
と
と
る
に
は
、
そ
の
理
論
的
展
開
の
必
然
性
は
見
出
さ
れ
な
い
」
（
抵
本
浩
・
浪
漫
主
義
思
潮
の
展
閥
）
の
で
あ
る
か
、
ま
た

は
「
と
の
第
三
期
に
沿
け
る
信
仰
D
傾
向
は
第
二
期
の
国
家
主
義
に
比
し
℃
、
一
一
見
豹
襲
の
如
き
も
？
そ
の
素
地
は
仙
盛
時
代
に
も
近
松
研
究

の
中
に
も
、
人
生
理
想
の
研
究
に
も
十
分
に
存
し
、
第
二
期
の
論
議
中
に
も
時
々
隠
見
し
、
特
に
そ
の
終
り
に
は
益
す
明
白
の
白
魔
に
向
ひ
っ

ハ
瀦
藤
信
策
・
姉
崎
正
治
、
持
牛
全
集
膏
版
第
四
巻
序
一
国
間
）
ど
見
る
べ
き
か
。
勿
論
理
論
的
必
然
性
は

L
あ
り
し
自
然
の
結
果
に
外
止
な
ら
者
Y
」

－
な
く
と
も
自
然
の
結
果
は
あ
り
得
る
し
、
と
の
隔
者
主
封
立
さ
せ
て
二
者
揮
一
を
せ
ま
る
も
の
で
は
扱
い
け
れ
と
も
、
持
牛
の
思
想
的
飛
躍
は

観
者
を
惑
は
せ
そ
の
評
債
を
狂
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
一
側
の
人
聞
を
時
代
の
限
界
内
に
治
け
る
人
間
と
し
て
親
切
に
考
へ
な
い
棋

p
、
現
代

的
意
識
か
ら
は
紋
の
思
想
的
物
種
も
た
H
A

プ
チ
プ
ル
・
ィ
ン
テ

p
の
悩
み
と
し
て
し
か
見
ら
れ
な
い
し
、
彼
の
本
能
主
義
も
一
一
揖
の
額
鹿
と
し

か
評
債
さ
れ
得
な
い
。
彼
自
身
と
し
て
も
か
う
し
た
豹
鑓
を
無
白
魔
無
責
任
の
ま
L
に
放
置
し
た
り
で
は
友
く
、
む
ル
ιμ
～
其
鹿
に
意
識
的
な
も

一
凡
て
人
は
共
の
信
者
y
る
所
を
恩
憾
な
く
公
表
す
る
の
勇
集
な
か
る
べ
か
ら
者
1
0

・
：
人
は
己
れ
の
意
識
乞
超
え
℃
何
事
を
か
信

の
が
あ
う
し
た
。樗

牛
に
お
U
る
内
面
的
必
然
性
に
つ
い
て

一七
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樗
牛
に
お
け
る
内
商
的
必
然
性
に
づ
い
て
、

三
八

じ
縛
ベ
き
ぞ
。
叉
某
の
時
、
聞
く
然
り
と
信
じ
た
る
事
も
他
の
時
鳴
ら
歩
と
聞
く
信
守
る
と
と
あ
ら
ぽ
、
其
読
を
改
む
る
に
於
て
又
何
の
樺
る

所
ゃ
あ
る
。
そ
を
豹
襲
た
り
と
云
ふ
は
思
想
の
襲
謹
主
い
ふ
と
と
を
解
せ
ざ
る
入
の
賓
の
み
。
人
知
は
生
れ
て
よ
り
宛
ね
る
ま
で
断
え
す
進
歩

す
る
こ
と
、
猫
ほ
析
n
由
宇
い
か
歴
史
と
央
に
断
一
え
や
J

鴎
館
建
す
る
が
如
し
o

J

・
：
・
回
躍
の
騎
え
ざ
る
進
歩
其
物
が
則
ち
翼
理
な
り
と
知
ら
・
ヂ
や
ロ
：
－
h

：
ま

と
と
筆
者
と
呼
ば
れ
む
程
白
人
は
、
よ
し
実
説
如
何
陀
稔
る
と
も
i

設
と
を
繋
ぎ
考
ふ
る
時
は
、
一
部
D
小
思
想
史
を
現
歩
ぺ
き
な
り
」
。

と
れ
は
楠
叫
が
困
家
主
義
に
輔
じ
た
際
D
宜
嘗
で
あ
る
が
、
と
の
と
と
は
叉
彼
が
例
〈
主
義
に
再
轄
し
た
時
に
も
再
び
く
り
か
へ
さ
れ
た
。
文

明
批
評
家
た
る
と
と
を
本
務
と
し
た
彼
は
三
十
四
年
五
月
「
姉
崎
噸
風
に
奥
ふ
る
書
」
に
沿
い
て
、
評
論
家
の
任
務
を
趨
ペ
モ
白
第
三
と
し
て
、

定
必
然
の
誼
に
よ
り
て
穫
濯
す
る
も
白
な
れ
ば
、
前
な
る
説
と
後
去
る

ハ
事
者
の
誤
解
、
明
治
一
一
一
十
一
年
三
月
）

「
既
に
祉
曾
白
教
育
者
を
以
て
白
色
任
ヂ
る
批
評
家
は
、
時
に
枇
曾
む
好
備
に
反
動
し
て
不
人
望
な
る
翼
理
b
L
吐
露
す
る
の
勇
筑
な
か
る
ペ
か

ち
ヂ
。
批
評
と
は
畢
覚
自
己
の
理
想
に
謹
ふ
て
事
物
を
誘
導
し
若
し
く
は
改
造
す
る
の
謂
な
り
。
一
分
自
己
の
所
信
に
稽
は
ぎ
ら
む
か
、
彼
に

あ
り
で
は
一
の
職
あ
ら
む
の
み
。
自
己
の
理
想
を
妨
ぐ
る
も
の
彼
に
と
り
て
は
即
ち
是
れ
翼
理
の
敵
な
れ
ば
な
り
。
日
記
れ
以
て
文
壇
D
俗
論
に

歓
迎
せ
ら
お
L
は
虞
正
の
批
評
家
に
於
て
極
め
て
稀
に
見
る
と
こ
ろ
、
絞
れ
は
時
に
一
世
k
敵
と
し
て
鞍
ふ
の
否
塞
に
陥
る
と
と
す
ら
あ
る

也
」
。
ま
た
第
六
に
は
’
「
悠
れ
は
如
何
な
る
場
合
に
も
飽
く
ま
で
自
己
に
応
買
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
示
。
柿
似
の
公
言
す
る
所
の
も
の
は
彼
自
身
の

異
に
恩
ひ
異
に
感
じ
た
る
所
D
も
む
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
歩
4

：
：
：
是
を
以
て
彼
れ
は
共
の
思
想
好
備
D
費
濯
に
遇
へ
ば
鞭
ち
是
を
公
言
し
て
樺

＼
る
と
と
な
か
る
べ
し
。
－
j
i
－
－
蓋
し
人
D
？
隼
は
費
量
。
遠
鏡
た
り
、
瑞
棋
連
は
捷
化
を
脅
凪
ア
味
し
、
理
化
は
時
陀
矛
盾
を
意
味
す
。
夫
の
矛
盾
を

恐
れ
て
繊
執
す
る
者
は
括
－
Y
Zま
で
殻
言
の
機
舎
な
か
る
べ

L
。
個
性
の
護
展
に
基
げ
る
思
想
感
情
の
轄
移
は
寧
ろ
必
然
の
経
過
の
み
。
決
し

て
庚
覆
を
以
て
批
難
せ
ち
る
べ
き
に
非
ざ
る
也
」

o

と
と
る
で
か
く
閲
覧
さ
れ
た
伎
の
思
想
の
礎
化
と
は
そ
れ
自
身
如
何
程
る
内
的
必
然
性
と
前
後
の
闘
蹴
と
を
有
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
D

－
一
一
一
期
に
亘
る
思
想
の
形
態
的
饗
ル
仙
の
基
調
に
横
は
る
原
型
と
も
云
ふ
ペ
1
4
0

も
の
は
何
で
あ
ら
う
か
。
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ーー

樗
牛
十
五
才
の
日
記
「
光
陰
誌
行
」
は
明
治
十
八
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、
少
年
期
の
彼
に
沿
い
て
後
の
樗
牛
を
し
の
ば

せ
る
性
格
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
営
然
で
あ
ら
う
。

品
判
家
客
あ
り
雨
三
人
、

の
諸
氏
よ
、
我
固
今
日
の
形
勢
を
如
何
日
乙
田
く
然
り
。
附
附
し
て
琵
水
の
洋
々
た
る
を
見
よ
。
仰
い
で
富
岳
の
識
嶋
た
る
を
見
よ
。
管
一
最
愛
た

る
山
川
に
非
や
や
。
加
ふ
る
に
土
地
の
肥
館
、
産
物
の
怪
荷
た
る
に
於
て
を
や
。
然
る
に
是
の
好
護
あ
っ
て
而
し
て
下
界
に
蔑
観
せ
ら
る
。
所

調
高
金
を
懐
い
て
而
し
て
入
に
奴
隷
た
る
も
の
。
す
一
慨
嘆
に
堪
ゆ
ぺ
け
ん
。
且
近
頃
朝
鮮
の
異
鐘
を
見
よ
。
川
以
倭
邦
の
精
神
を
有
す
る
も
の
、

一
月
四
日
の
記
事
に
「
午
後
五
時
、

宴
酎
に
し
て
問
。
日
く
、
満
座

e

蹴
k

踊
す
ベ
け
ん
。
衆
相
見
て
恨
講
面
花
開
閉
b
o
余
、
時
に
慣
を
擁
し
紳
心
疲
勢
、
睡
眠
体
に
遁
る
s

此
言
を
聞
く
や
．
平
時
の
府
漉
勃
然
と

し
て
輩
記
し
、
切
歯
乙
を
久
ふ
し
．
日
く
、
鳴
呼
我
輩
宮
意
に
違
ふ
も
寧
る
馬
択
の
噺
を
甘
ん
や
ノ
る
能
は
歩
。
乃
掌
b
L
握
っ
て
起
た
ん
と
す
れ

ば
、
桂
子
余
を
掃
起
し
、
日
〈
何
ぞ
撞
K

乃
ち
然
る
や
。
余
拒
然
幻
の
如
く
全
身
の
流
汗
・
衣
を
掃
し
雨
手
の
揖
拳
附
う
し
て
闘
け
や
J

。
只
雨
鴎

a

の
捧
援
す
る
を
魔
ゆ
。
之
な
ん
南
相
の
一
夢
な
り
き
」
と
。
と
D
感
動
は
二
十
七
日
の
友
人
山
下
の
土
京
選
別
白
文
に
も
記
さ
れ
、
「
彼
の
競
峨

た
る
宮
岳
を
見
よ
、
彼
の
管
水
の
洋
々
た
る
を
見
よ
。
去
最
愛
の
山
水
に
あ
ら
や
や
。
之
を
じ
て
外
奴
に
附
仰
せ
し
め
ざ
ら
ん
と
す
る
は
、
之
れ

方
今
後
生
息
・
徒

ω任
な
り
。
余
今
離
別
悲
泣
の
魂
を
描
棄
し
、
特
に
一
歩
hz進
め
て
海
外
事
情
を
洞
策
ぜ
ん
と
す
。
君
見
主
、
精
英
、
暴
露
、

殺
伸
、
猛
米
、
偏
へ
に
我
際
を
狙
ふ
。
我
一
動
六
十
銭
州
沈
渡
せ
ん
と
す
。
賀
に
一
一
髪
千
斤
を
引
く
が
如
く
、
泰
山
の
一
卵
を
座
す
る
が
如

し
。
有
く
も
我
日
本
の
精
榊
あ
る
も
の
、
如
何
な
る
感
莞
を
睦
裏
に
起
す
や
。
：
：
：
備
へ
に
前
意
を
体
し
愛
園
の
心
を
皆
同
岳
白
鶴
峨
と
し
て
高

・き
I
C
管
水
D
洋
k

と
深
き
に
蓄
へ
よ
」
と
い
ふ
。
東
北
白
地
の
少
年
の
心
に
映
じ
た
る
も
の
は
即
ち
十
五
年
後
白
彼
D
主
張
そ
の
ま
』
で
あ

る
。
亦
一
月
卦
臼
孝
明
天
皇
接
に
営
っ
て
「
千
戸
高
戸
皆
圏
旗
を
醜
へ
し
、
翻
K
M
胤
に
瞬
き
て
太
平
を
努
す
。
家
k

門
k

皆
恭
縮
抗
意
b
L

表

す
。
甚
し
い
哉
。
讃
穂
の
蒙
昧
を
薫
陶
す
る
や
、
以
て
聖
代
の
一
片
を
窺
ふ
に
足
れ
り
」
と
い
ひ
、
組
元
節
に
営
つ
て
は
「
根
帯
な
く
ん
ば
何

古一九

樗
牛
に
お
紳
り
る
内
面
的
必
然
強
に
ワ
い
て
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樗
牛
に
お
け
る
内
商
的
必
白
一
然
性
に
ロ
い
て

問。

を
以
て
か
枝
葉
を
な
さ
ん
。
水
漉
あ
っ
て
而
し
て
河
流
あ
る
な
り
＠
我
園
皇
統
連
綿
と
ー
し
て
設
に
二
千
有
五
百
の
久
し
き
に
至
る
も
の
は
、
之

れ
其
初
め
大
組
紳
武
夫
議
の
強
梗
を
毅
除
し
仁
性
を
修
b
て
中
原
b
L
奄
有
し
玉
ふ
に
依
る
。
最
偉
大
怠
ら
や
J

ゃ
。
：
・
互
に
門
端
。
園
旗
と
共
に

盛
な
り
。
時
明
。
」
と
い
ふ
。
徳
性
の
蒙
昧
を
薫
陶
す
る
と
い
ひ
、
皇
統
謹
綿
と
い
ひ
、
後
年
の
彼
D
誼
徳
主
範
囲
家
主
義
は
殆
ん

ε’
と
の
時
代
の

も
の
ぞ
の
ま
L
と
考
へ
て
よ
い
。
叉
綾
の
強
い
自
我
的
危
性
格
は
日
記
の
魔
々
に
う
か
ピ
は
れ
る
が
、
そ
れ
が
少
年
期
白
目
覚
悟
と
し
て
あ
ち
は

れ
た
場
合
に
は
吾
妻
山
を
眺
め
℃
も
「
鳴
呼
、
蝕
輩
僻
臭
の
一
事
生
、
歳
未
、
だ
十
四
に
充
た
歩
と
離
と
も
、
切
瑳
汲
々
と
し
て
奮
馳
せ
ぽ
、
設
何

ぞ
雷
鳴
の
轟
々
た
る
、
此
山
の
如
く
な
ら
ざ
る
b
L
憂
へ
ん
や
」
ハ
五
月
二
日
の
俵
）
と
記
し
、
一
苧
年
後
の
二
十
｝
年
五
月
一
日
友
人
近
野
衛
門

治
宛
の
書
中
で
は
、
「
思
ふ
に
将
来
の
世
舎
は
多
世
帯
の
祉
舎
な
り
。
英
雄
唾
乎
功
名
D
枇
曾
た
る
と
と
は
疑
ふ
べ
か
ら
ぎ
る
と
と
に
て
、
我
輩

批
年
。
如
き
将
来
此
多
事
の
局
に
営
る
新
日
本
未
来
の
一
分
子
は
充
分
之
に
躍
中
’
る
の
用
費
を
今
日
に
な
す
こ
と
、
是
亦
目
下
の
一
大
念
務
」
と

去
ひ
）
自
己
の
将
来
の
志
望
b
L
女
暴
か
政
治
か
と
考
へ
、
第
二
高
等
中
感
心
校
風
が
「
秩
序
々
々
と
何
事
も
秩
序
を
激
Mm
し
、
高
事
高
端
皆
之

れ
座
制
」
な
る
に
不
満
で
、

「
開
閉
伊
朋
友
の
理
想
。
標
準
の
卑
下
な
る
と
と

i
i
一
綾
中
の
首
臨
紅
白
む
る
乙
と
に
あ
り
」
、

「あ
L
濯
犬
の

志
望
を
懐
抱
し
．
治
濯
の
目
的
を
挟
持
し
、
卓
然
と
し
て
一
世
を
牌
脱
す
る
如
き
偉
男
子
は
襲
に
し
た
く
も
無
之
、
鮮
民
に
ァ
、
不
平
々
々
」
と

い
ふ
。
彼
の
一
生
の
ア
ム
ピ
シ
プ
ス
な
商
は
と
れ
ら
内
勲
、
殊
に
二
十
二
年
レ
μ
月
十
三
日
の
近
野
宛
の
書
簡
に
一
。
不
愉
快
の
積
」
十
三
ケ
保
掲

げ
た
中
に
、
「
九
、
他
人
白
掌
敬
を
受
け
ざ
る
と
と
」
な
ど
に
も
見
ち
れ
、
と
れ
が
後
の
天
才
論
や
一
一

1
チ
品
、
日
蓮
信
事
等
の
凡
俗
否
定
の

傾
向
に
あ
ら
わ
れ
て
来
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
し
、
亦
彼
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
、
「
翠
理
上
又
賢
際
ょ
に
一
定
の
設
を
立
て
、
是
に
よ
っ
て
世
の
乗

愚
を
導
き
て
乙
そ
一
世
D
師
ま
と
し
て
仰
る
L
」
な
ど
と
い
ふ
態
度
に
も
出
て
来
て
ゐ
る
と
芳
へ
ら
れ
も
す
る
。
ハ
串
J

者
の
天
職
三
一
一
十
一
年
）

ま
た
キ
リ
ス
ト
較
に
劃
し
て
も
、
二
十
一
年
一
月
一
自
の
近
野
宛
の
害
衡
の
中
で
「
営
地
は
部
蘇
教
摘
に
し
て
其
信
徒
の
多
き
こ
と
人
口
に
比

較
す
れ
ば
白
本
一
な
り
と
。
去
れ
ば
書
生
は
大
抵
邪
蘇
信
者
に
て
、
第
一
関
谷
は
中
身
山
間
関
心
に
て
、
我
を
ば
実
仲
間
に
入
れ
ん
と
て
毎
日
／
＼

続
較
し
に
探
り
、
『
君
は
紳
白
あ
る
そ
承
認
せ
る
か
』
「
君
は
霊
魂
不
械
の
と
と
た
定
め
て
知
り
玉
ふ
ぺ
し
』
な
ど
と
喋
K

論
ぜ
ち
る

L

に
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は
、
ィ
ヤ
ハ
ヤ
鑑
識
至
極
な
り
。
故
に
書
生
に
は
政
事
思
想
等
少
し
も
無
之
、
新
聞
と
去
へ
ぽ
基
替
数
新
聞
の
み
見
る
援
な
り
。
震
に
小
生
は

見
る
も
の
聞
く
も
り
不
愉
快
」
と
い
ひ
、
一
月
二
十
四
日
白
書
簡
で
は
仙
聾
市
の
繁
華
な
ら
ざ
る
と
と
、
商
人
の
懸
債
の
甚
し
き
と
と
、
一
言
語

の
b
る
き
こ
と
、
人
の
殺
狩
な
る
と
と
、
男
女
混
浴
D
事
、
芝
居
の
下
手
な
る
と
と
と
共
に
拳
生
が
殆
ん
ど
「
ア
メ
1
ン
建
中
」
な
る
と
と
を

列
記
心
た
。
と
れ
に
劃
し
て
究
撃
に
つ
い
て
は
「
乍
去
、
文
事
の
こ
と
は
、
不
及
な
が
ら
少
K
勉
強
寵
在
候
。
営
時
漢
文
直
中
心
衰
態
は
韓
民
に
蹴

は
し
き
こ
と
に
て
、
あ
る
過
激
な
る
無
撃
者
に
歪
り
で
は
、
漢
串
可
躍
と
誼
紋
言
す
る
は
何
等
の
阿
房
ぞ
や
。
之
等
は
要
ナ
る
に
食
は
歩
鎌
に

し
て
支
那
古
文
墜
の
神
韻
を
舎
得
せ
F

ざ
る
も
の
法

p
o
敵
測
に
℃
も
、
今
日
の
文
撃
は
希
臨
ホ
1
マ
1
時
代
の
査
在
り
と
せ
ば
、
我
文
撃
も
支

那
古
文
を
索
と
す
べ
き
こ
と
勿
論
な
ら
ん
。
然
る
に
趣
味
も
風
俗
も
感
情
も
異
な
り
た
る
洋
文
を
以
て
、
日
本
今
日
の
文
串
を
形
成
せ
ん
と
ナ

る
は
、
い
と
も
可
突
し
」

（
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
書
簡
）
と
い
ふ
。
と

L
に
や
は
U
彼
の
後
年
の
キ
リ
ヌ
ト
鞍
排
斥
論
及
び
言
文
一
致

運
動
に
劃
す
る
保
守
的
左
立
場
が
既
に
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
く
て
仙
蓋
在
感
中
の
彼
の
思
想
問
な
傾
向
に
は
、
そ
の
性
格
的
な
も
の
と
の
閥
聯
に
沿
い
て
、
後
年
に
成
長
す
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い

た
。
た
ど
そ
の
崩
芽
と
し
て
は
第
二
期
K
劃
す
る
も
の
が
多
く
、
第
三
期
の
も
の
に
謝
し
て
は
必
歩
し
も
明
瞭
マ
は
な
い
か
に
見
え
る
が
、
と

の
鮪
に
つ
い
て
は
．
今
少
し
く
考
察
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。

せ
ち
れ
て
ゆ
き
、
二
十
四
年
九
月
十
四
日
O
賓
父
宛
手
紙
の
中
に
も
一
試
ふ
や
う
に
、

と
い
ふ
の
は
破
。
二
高
在
拳
の
後
傘
二
十
四
年
か
ら
、
以
上
勾
如
き
彼
の
生
来
の
諸
傾
向
は
次
第
に
背
年
期
特
有
の
人
生
観
の
問
題
に
集
中

「
私
事
は
文
科
の
持
行
事
か
眠
史
か
の
中
b
t
専
修
可
致
決

心
」
と
戸
、
曾
っ
て
む
政
治
か
交
感
か
か
ら
、
哲
撃
か
歴
史
か
と
な
っ
て
治
り
、
や
が
て
と
れ
が
東
大
在
皐
中
の
哲
摩
専
攻
の
遣
を
辿
ら
せ
る
こ

と
に
な
る
。
然
し
「
史
撃
か
哲
壌
か
」
と
賓
父
一
に
劃
し
て
は
云
っ
て
も
、
仙
蓋
在
撃
の
不
愉
快
の
種
と
し
て
「
十
三
、
親
父
ノ
頑
固
」
と
し
て
ゐ
た
披

樗

牛

に

お

け

る

内

商

的

必

然

性

に

ワ

い

ず

戸

四

一
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， 

樗
牛
に
お
一
砕
り
る
内
碕
的
必
然
怯
‘
に
つ
い
て

故
）
彼
自
身
果
し
て
異
に
さ
う
場
へ
て
必
た
か
苔
か
。
二
十
四
年
・
二
十
五
年
の
彼
の
初
期
の
著
述
官
、
文
事
及
人
生
（
ニ
四
人
六
〉

界
漫
詑
（
問
v

・
人
生
越
に
如
何
〈
同
）
・
惟
亭
郎
D
悲
哀
ハ
二
回
・
九
〉

－
鳥
海
山
組
行
ハ
以
上
二
十
四
年
》

問。

e
文
塵
ι

－
吾
妹
の
墓
・
織
情
論
・
故
郷
論
・
零
中
梅
－
e
今
様
一
一
一
首
λ
敦

盛
・
忠
度
・
小
替
V

－
唆
（
二
五
・
一
）

－
厭
世
論
ハ
二
五
・
一
一
一
）

－
戯
曲
に
お
け
る
悲
哀
の
快
感
を

，
論
・
ヂ
ハ
二
五
・
一
一
コ
の
以
上
で
あ
る
と
と
を
考
へ
る
時
、
む
し
ろ
と
の
時
代
に
は
彼
に
は
文
率
的
危
興
味
が
す
ぐ
れ
、
た
と
へ
二
十
七
年
一

月
に
は
瀧
口
入
選
が
短
期
聞
に
書
き
上
げ
ら
れ
も
と
の
仙
盛
時
代
か
ら
近
松
巣
林
子
白
各
篇
が
時
一
宮
か
れ
た
と
と
な

E
に
は
彼
の
躍
史
的
知
識
も

可
成
幕
開
的
で
豊
富
で
は
あ
っ
た
と
と
を
謹
明
は
ず
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
れ
は
本
質
的
に
は
す
〈
撃
に
連
な
る
様
な
性
質
の
知
識
で
は
急
か

っ
た
か
。
第
二
期
の
披
の
園
家
主
義
思
想
む
中
核
と
も
云
ふ
べ
き
園
瞳
観
な
E
が
、
少
年
期
の
も
白
か
ら
少
し
も
饗
っ
て
居
ヤ
、
既
に
十
五

年
に
は
関
口
卯
吉
の
開
化
小
史
が
出
た
り
，
、
二
十
四
年
に
は
久
米
邦
武
の
「
紳
道
は
祭
天
の
古
俗
」
部
出
て
物
論
を
ま
き
訟
と
す
と
い
ふ
様
左

中
で
、
彼
自
身
の
歴
史
観
に
何
ゆ
影
響
も
う
げ
て
ゐ
な
い
様
に
見
え
る
と
と
を
考
へ
る
時
、
紋
の
本
心
は
む
し
ろ
、
「
躍
史
か
哲
事
か
」
よ
り

も
、
「
文
撃
か
哲
撃
か
」
と
い
ふ
援
な
と
と
る
に
あ
っ
た
の
で
は
司
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
と
の
期
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
て
来
た
人

生
観
D
問
題
に
闘
織
し
て
1

彼
の
中
氏
歴
史
小
説
或
は
古
典
主
義
を
遇
し
て
の
、
ま
た
折
口
由
申
的
な
現
質
と
理
想
と
の
相
刻
を
題
し
て
の
ロ
マ
シ

チ
シ
ズ
ぬ
の
第
七
沙
を
ふ
み
出
さ
せ
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
，

と
こ
る
で
ζ

白
と
と
が
彼
の
第
三
期
の
思
想
に
照
臨
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
四
月
、
姉
崎
明
風
宛
の
手
紙
の
中
で
彼
は
一
エ

ふ
。
ー
「
此
頃
の
僕
の
精
神
に
は
と
の
一
一
閉
年
の
聞
に
醒
鰻
L
来
っ
た
か
と
も
思
は
れ
る
ー
一
一
種
の
鑓
調
が
現
は
れ
て
来
た
。
人
は
病
的
、
と
謂
ふ
か

も
知
れ
ぬ
。
叉
自
分
で
も
境
遇
健
康
白
震
に
探
る
の
か
と
も
恩
は
れ
る
が
’
併
し
僕
は
僕
の
精
神
の
自
然
の
稜
展
と
外
信
じ
得
ら
れ
な
い
。
僕

ば
助
の
聾
化
を
明
瞭
に
君
に
知
ら
せ
る
と
と
が
近
い
内
・
に
出
来
る
だ
ら
う
と
信
歩
る
が
、
要
す
る
に
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
臭
味
を
帯
び
て
ゐ
る

一
種
の
個
人
主
義
た
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
。
僕
は
曾
っ
て
日
本
主
義
を
唱
へ
て
殆
ん
E
圏
家
至
上
の
主
義
を
賛
し
た
と
と
も
あ
る
。
今
に
於

て
も
日
記
D
見
地
を
打
破
る
．
ベ
き
理
由
は
僕
に
は
持
ち
得
ぬ
。
：
：
：
唯
是
く
の
如
き
主
義
に
満
足
出
来
ぬ
様
に
な
っ
た
の
は
僕
の
精
一
神
上
の
事
費
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で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
枇
舎
改
良
に
隠
す
る
す
べ
て
の
凡
俗
な
費
用
主
義
に
反
感
色
述
べ
た
縁
、
「
僕
は
宗
教
に
一
闘
し
て
・
も
少
か
ら
や
ト
考
ベ
た
白
，

曾
つ
て
は
一
種
の
反
感
を
以
て
迎
へ
た
が
今
マ
は
如
何
注
る
宗
教
に
’
謝
し
て
も
少
く
と
も
間
情
一
を
以
て
見
る
迄
に
な
っ
た
。
あ
L
寄
人
は
自
己
ー

の
弱
雛
を
掩
は
む
が
翁
め
に
知
ら
や
’
知
ら
歩
自
己
の
性
情
の
欠
除
ぜ
る
所
。
者
を
自
己
中
心
。
信
仰
と
し
て
謹
書
す
る
と
と
が
な
い
か
。
僕
の
。

一
過
去
は
多
少
此
趣
が
あ
る
と
今
で
は
息
は
れ
る
」
と
い
ふ
。
今
や
披
に
ロ
ー
マ
シ
チ
シ
ズ
ム
が
自
費
さ
れ
℃
再
び
返
っ
て
燕
た
D
で
あ
る
。
既
に
一

七
年
前
w
h

瀧
口
入
遣
が
借
版
さ
れ
た
時
、
五
十
闘
の
賞
金
を
得
た
事
を
賓
父
に
報
告
し
七
、
「
此
度
の
得
金
は
ホ
シ
の
傍
倖
に
で
：
・
：
・
と
ん
だ

ま
ぐ
れ
あ
た
り
も
あ
る
も
り
」
ハ
四
月
二
十
一
日
附
）
と
云
っ
た
彼
も
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
或
意
味
で
こ
の
作
品
が
そ
の
頃
の
胃
マ
シ
ヂ
シ

ズ
ム
の
到
来
の
魁
に
な
っ
た
と
と
を
少
し
治
く
れ
て
つ
一
十
年
六
月
に
は
考
へ
て
ゐ
た
。
即
ち
と
O
年
。
六
月
に
か
L
れ
た
「
明
治
の
小
説
」
色

中
で
、
二
十
六
年
以
後
D
歴
史
小
説
の
出
現
に
つ
い
て
、
と
れ
を
欧
測
文
義
史
に
h
M
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
傾
向
に
似
て
ゐ
る
と
い
ひ
と
吠

ι

い
で
「
然
れ
”
と
も
悲
し
い
か
な
‘
明
治
二
十
七
年
の
前
後
に
治
け
る
歴
史
的
小
説
D
調
望
は
謹
に
寄
せ
ら
れ
歩
し
て
巴
み
に
き
。
夫
の
『
瀧
ロ

入
道
』

D
如
き
は
小
説
と
云
は
む
よ
り
は
む
し
ろ
持
情
的
叙
事
詩
と
し
て
見
る
ベ
か
り
き
」
と
い
っ
て
ゐ
る
匂
自
作
故
由
つ

h
ま
し
さ
が
あ
る

と
し
て
も
‘
ロ
マ

y
チ
シ
ズ
ム
の
魁
D
・
地
位
に
自
作
の
名
を
掲
げ
て
い
る
と
と
に
は
や
は
り
一
種
の
自
負
が
あ
．
る
だ
ら
う
。
そ
し
て
「
と
れ
時

か
勢
か
）
又
は
機
の
未
だ
熱
せ
ぎ
る
が
震
か
。
吾
等
つ
ら
／
＼
我
邦
の
蹴
態
を
察
す
る
に
後
年
に
至
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
事
思
潮
が
土
b
L
捲

「
今
の
形
式
的
方

き
て
再
来
す
る
の
時
あ
ら
む
」
と
い
ふ
期
待
D
中
で
、
彼
は
三
十
一
日
一
年
五
月
「
人
生
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
と
い
ふ
題
で
、

便
主
義
の
駐
舎
に
純
粋
な
n
T
Y
チ
ッ
ク
・
ム
ー
グ
メ
シ
ト
の
起
ら
む
と
と
乞
希
望
す
る
旨
」
を
趨
ぺ
て
多
数
の
人
k
h
M
E
る
か
れ
た
。

十
四
年
一
月
一
日
姉
崎
宛
書
簡
V

だ
か
ら
彼

D
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
も
決
し
て
突
如
と
レ
て
断
絶
し
再
ぴ
生
起
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
「
た
の
で
あ

り
、
二
十
四
年
の
人
生
観
問
題
以
後
徐
々
に
自
蝿
さ
れ
、
都
に
三
十
四
年
八
月
白
「
美
的
生
活
を
論
告
y
」
に
給
費
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
白
た

立
を
の
自
畳
ま
で
に
は
病
曹
と
失
意
降
「
そ
れ
は
／
＼
溜
ま
し
い
凡
夫
と
吾
れ
・
な
が
ら
呆
れ
る
と
と
も
」
あ
り
、
ハ
ロ
一
十
四
年
六
月
六
日
姉
崎

「
僕
は
と
の
撒
句
を
ば
V
シ
ナ
に
苦
し
ん
で
暮
し
た
マ
あ
ら
う
、
：
：
：
此
頃
ば
僕
は
妙
に
伊
昆

E
o
a弘
に
な
っ
て
僕
自
身
ド
ー
さ
砥
．

縛め－
K
お帥
U
包

内

荷

的

，

必

然

栓

に

の

ヲ

い

て
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樗
牛
に
お
け
る
内
濁
的
必
然
性
に
つ
い
て

抗
が
出
来
ね
。
、
此
一
年
間
程
多
忙
な
る
精
神
生
活
を
経
験
し
た
事
が
今
遣
な
い
」
（
一
一
一
十
四
年
七
月
五
日
姉
崎
宛
〉
と
い
ふ
苦
し
み
を
挺
て
を

り
、
そ
の
中
か
ら
後
期
の
ロ
マ

y
チ
ジ
ス
ム
は
生
れ
た
も
の
で
あ
Q

た
。
と
と
ム
で
と
の
ロ
マ

Y
チ
）
ク
・
エ
ゴ
イ
ス
ム
の
意
味
す
る
も
の
は

「
入
金
畢
寛
慎
値
」
と
考
へ
、
「
聞
記
の
債
債
D
所
有
者
」
に
と
っ
て
人
生
の
金
意
義
が
包
括
さ
れ
得
、
共
嘩
に
至
上
の
幸
隔
が
あ
り
、
最
高
。

遭
義
も
あ
る
と
す
る
。
即
ち
自
我
こ
そ
が
絶
艶
無
上
の
傘
貴
で
あ
り
、
「
人
は
是
が
矯
の
故
に
執
着
し
欲
求
し
職
闘
す
時
と
し
て
槽
ぐ
に
宛
を

ハ
三
十
五
年
4
3
月
》
と
い
は
れ
る
が
き
も
旬
、
或
は
「
人
生
既
に
慣
債
な
り
。
而
し
て
慣
値
む
主
観
的
K
し
て
個

四
回ー

以
で
し
て
悔
い
ざ
あ
な
り
」

人
的
な
る
．
亦
既
に
国
間
の
如
し
。
・
：
：
・
他
の
目
し
て
善
と
云
ひ
悪
と
一
京
ふ
。
吾
に
於
て
何
の
闘
る
と
と
ろ
ぞ
。
若
し
遺
徳
の
目
的
に
し
て
最
大

の
拳
幅
な
興
ぶ
る
と
云
ふ
に
あ
ら
ば
、
吾
人
は
既
に
是
の
如
き
道
徳
D
管
行
者
に
る
に
あ
ら
唱
す
や
。
景
脅
に
賓
行
者
た
る
に
止
ら
む
や
、
更
に

叉
其
の
創
造
者
た
る
に
あ
ち
ゃ
や
円
三
十
五
年
十
月
、
無
題
集
）
と
も
云
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
れ
ら
の
語
で
も
知
ら
れ
る
如
く
彼
は
そ
D
一
生
の
最
後
に
人
生
観
の
問
題
、
人
生
、
債
値
、
幸
稲
‘
語
義
の
問
題
に
自
ら
一
つ
の
解
決
を
・

輿
へ
得
究
。
だ
か
ら
と
れ
は
二
十
四
年
に
霊
園
か
れ
た
鹿
L

文
作
的
な
論
諮
問
「
人
生
終
に
如
何
」
と
い
ふ
疑
問
に
つ
い
て
の
解
答
で
も
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
二
十
四
・
五
年
の
彼
に
あ
っ
て
は
、
人
生
の
現
費
観
は
厭
世
論
に
基
い
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
と
の
立
場
か
ら
人
生
は
現
賓
と

し
て
は
束
の
聞
の
不
満
足
不
関
満
な
も
む
と
じ
て
規
定
さ
れ
た
。
然
し
と
の
こ
と
は
彼
の
人
生
観
が
厭
世
主
義
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、

と
れ
が
現
貨
の
貧
相
で
あ
る
と
い
ふ
ま
で
で
あ
る
。
彼
は
か
L

る
現
貨
に
た
け
る
人
間
の
幸
耐
を
考
へ
、
そ
の
・
幸
幅
に
到
撞
す
べ
き
道
義
・
道

徳
白
問
題
を
快
築
主
義
と
斑
嬉
設
と
の
批
判
に
沿
い
て
一
臆
C
解
決
を
ヲ
け
て
ゐ
た
0

・
即
ち
人
聞
は
精
紳
的
存
夜
と
し
℃
理
想
乞
か
L
げ
得

る
。
と
の
現
賓
と
と
の
理
想
は
絡
に
一
致
す
る
と
主
は
出
来
な
い
が
、
実
鹿
に
却
ワ
て
永
遠
の
希
望
が
あ
り
得
、
と
の
希
撃
撞
成
の
た
め
に
自

己
天
分
の
稜
揮
に
よ
る
自
己
常
勤
が
糟
捜
的
で
あ
り
得
る
。
人
聞
の
幸
穏
と
は
結
局
こ
の
希
望
に
向
つ
て
の
自
己
活
、
動
（
自
己
現
化
〉
に
あ

り
、
と
の
意
味
で
の
「
一
般
人
生
の
虫
干
躍
を
以
て
讃
徳
の
理
想
と
し
、
是
の
理
想
を
以
て
道
徳
の
標
準
と
な
す
」
の
で
あ
る
。
ハ
遺
徳
の
理
想
乞

論
や
）
そ
し
て
此
鹿
一
に
彼
の
自
由
主
義
認
容
の
倫
越
的
基
盤
も
置
か
れ
る
。
さ
て
人
間
は
枇
合
的
存
在
で
あ
り
、
と
の
会
瞳
と
佃
と
は
相
依
相
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一
「
舵
舎
は
側
人
の
人
格
を
撲
域
し
℃
自
己
b
z
建
議
す
る
に
非
歩
。
個
人
は
・
枇
舎
の
人
格
を
否
定
し
て
自
己
を
現
化
ず
広
広

非
4
1
0

・
：
；
・
側
人
は
共
護
建
と
共
に
自
畳
心
漸
く
明
瞭
と
な
i
v
i
－
－
－
側
韓
的
と
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
之
と
同
時
に
・

0

・
：
非
我
的
平
等
A
U
は
愈

々
費
遺
す
る
に
至
る
。
：
：
：
此
即
ち
伸
敬

km謂
平
等
即
差
別
、
差
別
即
平
等
の
妙
境
一
な
り
。
道
徳
の
主
観
的
理
想
賢
に
誌
に
存
す
占
ハ
同
上

本
論
ニ
υ
か
く
て
二
十
八
年
に
な
け
る
揚
牛
は
賀
践
道
徳
理
論
に
闘
す
る
限
り
、
相
調
的
な
二
元
論
。
上
に
立
っ
て
ゐ
化
。
現
賓
に
劃
す
る
厭

世
観
な
る
が
故
の
理
想
主
義
、
人
格
と
し
て
の
枇
舎
ハ
世
界
・
闘
家
〉
と
人
格
と
し
て
の
偶
人
‘
永
遠
に
不
完
全
な
る
自
己
現
化
に
よ
る
永
遠

の
幸
幅
迫
求
。
そ
れ
故
そ
の
道
徳
的
理
想
は
主
観
的
た
ら
ざ
る
を
得
歩
、
一
方
に
は
二
者
む
統
一
一
は
悌
歌
的
諦
念
に
よ
ら
ざ
る
を
得
守
、
究
局

は
「
道
徳
も
宗
耽
に
一
致
せ
ざ
る
b
E
得
な
い
」
こ
と
が
旗
想
さ
れ
る
と
同
時
に
「
げ
に
や
宇
宙
聞
は
不
和
と
撞
着
と
に
充
満
せ
り
。
・
6

：
：
一
物

。
強
太
を
維
持
せ
ん
が
矯
に
数
多
の
弱
少
は
之
が
犠
牲
と
詩

p
、
J

一
物
D
生
存
を
糟
績
せ
ん
が
矯
に
数
多
O
も
の
之
が
震
に
滅
亡
す
る
を
兎
か

れ
歩
。
；
：
：
平
和
は
宰
聞
に
よ
り
て
維
持
せ
ち
る
べ
く
、
：
：
：
個
々
物
は
縄
族
D
犠
牲
に
し
て
、
何
人
ば
圏
家
D
手
段
一
た

pol－
－
：
：
而
も
理
想

、
は
唯
現
貨
な
通
し
、
現
貨
に
依
り
て
接
近
し
説
化
し
得
ら
る
ぺ
き
も
の
な
る
乙
と
を
記
憶
せ
ざ
る
べ
か
ら
十
」
と
考
へ
ら
れ
た
。
（
二
十
八
年
、

闘
の
関
係
に
あ
る
。

人
生
の
慣
値
u
A
厭
世
主
義
）

四

ペ
シ
ミ
ス
ム
な
る
が
故
に
幸
掘
を
温
究
し
、
と
の
問
題
を
超
現
ず
る
と
、
と
に
よ
っ
て
白
血
見
せ
る
人
格
ハ
個
我
）
の
問
題
に
ま
で
到
達
し
た
揮

牛
は
、
遺
徳
的
理
想
を
主
観
的
な
立
場
に
於
て
読
き
な
が
ら
、
乙
の
金
韓
と
仰
と
め
閥
係
を
如
何
に
辿
る
D
で
あ
る
か
。
第
二
期
の
極
端
な
国

家
主
義
と
第
三
期
の
艇
端
な
倒
我
主
麓
と
の
閣
の
ム
へ
き
な
。
「
振
れ
」
は
既
に
第
一
期
D
殺
の
倫
理
識
に
於
て
準
備
さ
れ
て
ゐ
た
。
か
う
し
た

伎
が
日
清
戦
争
後
明
治
一
一
一
十
字
に
至
A
J
．
て
闘
家
主
義
・
日
本
主
義
を
掲
げ
る
や
う
に
な
ヲ
た
と
と
に
は
、
や
は
り
彼
自
身
に
と
っ
て
は
必
然
的

訟
も
の
が
あ
っ
・
た
。
そ
れ
は
、
前
越
の
如
く
「
理
想
は
現
質
を
通
し
て
の
み
達
せ
ら
れ
、
個
人
は
国
家
の
手
段
で
あ
り
、
園
家
b
L

一
づ
の
人
格

樗
＆
ー
に
お
げ
る
内
商
的
必
然
性
仁
？
い
て

四
五
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樗牛脚作品相

η
る
内
爾
的
必
然
品
m
－

に

つ

い

て

‘

四

六

A
h
v
Z
ル

と
考
へ
る
ι
と
と
る
か
ら
来
て
《
た
し
、
と
の
他
に
宰
聞
は
入
聞
の
「
謹
カ
L

と
闘
争
と
犠
牲
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
を
L
た
窓
粛
に
も
闘
踊

が
あ
る
。
－
即
ち
綾
は
三
千
年
に
な
っ
て
個
人
。
自
魔
に
よ
る
自
己
現
化
の
官
践
を
圏
家
と
い
ふ
人
格
の
中
に
移
し
、
闘
民
的
自
曜
の
申
vh
叶
平
等

一
即
義
別
の
妙
境
」
を
出
現
し
よ
う
と
し
は
じ
め
た
の
だ
。
e

「
吾
十
八
は
現
世
に
生
息
す
。
百
般
の
改
善
進
歩
は
悉
く
皆
現
在
に
就
て
鍵
す
べ
き
の

み
e
i
－
－
－
若
し
世
に
理
想
な
る
者
あ
り
と
せ
ば
、
そ
は
現
賓
世
界
の
自
然
的
径
行
ー
に
お
り
て
到
達
せ
ら
る
べ
き
の
み
。
」
円
一
一
一
十
年
、
自
本
主

義
）
そ
れ
故
に
現
在
を
否
定
す
る
と
と
を
本
質
と
ナ
る
超
越
的
危
宗
敬
は
一
切
排
斥
せ
ら
れ
る
。
と
L

に
彼
の
キ

p
ス
十
駿
・
悌
敢
排
斥
論
が

展
開
さ
れ
る
が
、
と
の
時
代
に
は
園
裁
の
意
義
も
一
段
と
理
論
化
を
得
て
来
る
。
「
蓋
し
国
家
は
人
類
殻
謹
の
必
然
な
‘
る
形
式
な
P
O
i
－－－夫

の
人
道
若
く
は
入
類
的
情
誼
な
る
も
の
は
：
：
：
や
－
L
稜
謹
し
来
り
L
臼
離
も
、
之
れ
は
た
園
家
の
完
全
な
る
成
立
と
共
に
初
め
て
其
萌
芽
を
費

し
た
る
も
の
、
国
家
的
遺
徳
を
外
に
し
て
別
に
人
類
的
情
誼
な
る
も
の
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。
夫
の
人
類
的
情
誼
の
最
高
槙
章
と
じ
て
組
む
ぺ

，
き
園
際
公
法
の
如
き
も
、
之
を
執
行
す
る
の
主
糖
な
き
を
以
て
、
所
詮
各
園
民
の
高
情
な
る
撞
念
に
訴
ふ
る
D
外
無
き
な
h
v
。
而
し
て
是
の
如

き
道
念
は
画
家
の
完
全
な
る
統
率
D
下
に
於
て
す
る
に
非
ぎ
れ
ぽ
決
，
し
て
業
費
謹
を
見
る
べ
か
ら
ぎ
る
な
り
。
」

ハ
同
上
）
今
日
に
沿
い
て
一

「
世
界
王
圏
」

D
成
立
の
期
待
哨
持
て
’
な
い
以
上
吊
園
家
ζ
・
そ
は
「
人
生
寄
托
の
必
然
形
式
」
で
あ
り
「
道
徳
の
標
準
」
で
あ
る
oま
た
た
と
へ

世
界
王
園
下
に
お
い
け
て
も
園
家
は
「
寓
有
殻
謹
の
原
理
」
た
る
差
別
D
中
の
園
家
た
る
と
と
は
失
は
ね
。
か
く
セ
彼
は
日
本
主
義
を
園
民
的
資

・
践
遺
徳
の
原
理
と
し
て
強
調
し
た
。
だ
か
ら
ζ

の
国
家
主
議
時
代
に
も
第
一
期
D
中
心
問
題
で
あ
っ
た
個
人
の
幸
繭
、
厭
世
的
現
食
観
O
上
に

一
立
っ
た
理
想
主
義
に
獲
す
る
幸
躍
の
追
究
一
と
い
ふ
賭
は
依
然
と
し
て
糟
績
し
宅
ゐ
る
D
で
あ
り
、
む
し
ろ
と
れ
が
依
然
と
し
て
中
棋
的
問
題
で
‘

あ
る
と
も
云
へ
る
。
「
園
家
D
職
分
は
一
世
舎
O
平
和
を
保
ち
利
掘
を
す
L
む
る
に
あ
り
。
其
圏
外
に
向
っ
て
濁
立
を
保
ち
樺
勢
を
掠
る
は
畢
寛

自
国
と
利
害
b
u
殊
に
ず
る
他
の
勢
力
の
侵
凌
一
院
艶
じ
て
、
園
局
θ
自
白
骨
る
護
建
一
を
揖
保
す
る
に
他
な
ら
が
1

・
所
詮
圏
家
は
人
類
生
存
白
目

的
、
即
ち
人
生
白
幸
闘
を
大
に
園
瀦
に
賞
現
せ
ん
が
震
に
建
立
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
別
に
個
人
を
離
れ
て
初
b
よ
り
園
家
な
る
形
式
あ
hv

て
吾
人
白
白
尚
な
る
括
動
を
拘
束
し
た
る
に
非
歩
。
」
「
己
に
人
生
の
幸
踊
と
い
ふ
U

之
を
主
甑
的
に
見
る
時
は
畢
寛
個
人
の
事
踊
w
h
M
貯
な
ら
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や
d
o
i
－－－然れ
E
も
之
を
客
観
的
に
見
る
時
は
個
人
白
・
幸
福
は
：
：
：
一
般
人
類
に
関
係
す
る
と
と
る
少
か
ら
や
J
O

」

義
u
だ
か
ら
こ
の
時
代
に
於
て
も
主
観
的
・
客
観
的
D
ニ
ヲ
の
立
場
が
常
に
動
揺
し
闘
は
せ
ら
れ
て
来
る
し
、
例
人
の
幸
稿
。
主
観
性
が
と
も

す
れ
ば
基
本
的
な
も
の
陀
置
か
れ
よ
う
と
さ
へ
ず
る
。
と

ρ
克
服
の
た
め
に
揮
牛
は
更
に
主
観
・
客
観
を
酪
史
的
な
護
展
的
闘
係
か
ら
現
在
に

位
置
っ
け
ん
と
し
た
。
客
観
的
な
自
然
崇
拝
。
時
代
・
主
観
的
な
内
面
理
性
魔
醒
の
時
代
・
客
観
的
世
界
主
義
的
キ
p
ス
ト
鞍
時
代
を
躍
で
園

出
献
の
自
畳
に
よ
る
中
正
ハ
主
観
即
客
観
〉
の
現
代
へ
、
そ
し
て
「
圏
J

誌
を
以
て
倫
理
の
標
準
と
す
る
i

所
の
国
家
主
義
の
讃
徳
は
、
菅
に
人
文
史
上

最
近
円
建
設
に
か
h
る
の
み
な
ら
歩
、
叉
最
終
の
護
建
な
ら
・
？
む
ぽ
お
ら
歩
」
（
世
界
主
義
と
日
本
主
義
）
。
か
く
て
彼
に
と
っ
て
園
家
の
機

ハ
世
界
主
義
と
目
本
主

令
能
は
個
人
の
幸
稿
賓
現
の
た
め
の
歴
史
的
護
濯
の
必
然
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
。

而
し
で
か
L

る
歴
史
的
必
然
性
の
認
臓
か
ら
は
帝
国
主
義
的
支
配
も
ま
た
歴
史
的
な
法
則
性
に
沿
い
て
認
容
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
歩
、
と
れ
を

他
に
し
て
は
園
家
は
崩
壊
し
去
る
で
あ
ら
う
。
ロ
l
y
の
強
大
は
「
チ
ペ
ロ
河
の
七
丘
府
は
世
界
的
王
園
の
中
心
と
し
て
絶
封
的
擢
カ
を
有
ず
一

「
絶
劃
的
樺
カ
を
挟
み
て
世
界
に
蹴
令
し
た
」
事
賞
に
よ
っ
て
保
た
れ
、

と
い
ふ
概
念
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
以
て
層
圏
間
に
普
及
せ
ら
れ
」
、

そ
の
崩
壊
は
こ
の
観
念
の
破
壊
即
ち
笹
族
に
市
民
穫
を
附
輿
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
き
た
と
さ
れ
た
0

（
我
闘
障
と
新
版
園
）
そ
れ
故
「
陸
出
品

。
研
究
は
吾
人
を
し
て
左
勺
如
く
断
言
せ
し
む
。
日
く
九
そ
英
領
土
及
植
民
地
の
膨
脹
と
帝
園
主
義
の
働
行
と
相
伴
は
ざ
る
岡
家
は
必
・
ヂ
衰
亡

せ
む
と
。
是
れ
吾
人
の
私
舟
臆
測
に
非
守
、
一
一
一
千
年
燕
の
服
史
が
事
賞
に
撮
り
て
明
白
に
設
明
す
る
所
な
り
。
」
（
帝
国
主
義
と
植
民
、
三
十
二

年
・
）
そ
し
て
「
凡
そ
園
家
が
其
版
圃
を
描
め
純
民
地
を
遺
る
は
畢
寛
自
園
の
強
大
宮
築
を
希
ふ
が
需
に
あ
ら
守
ゃ
。
自
国
白
強
債
の
た
め
に
－
な

さ
れ
た
る
征
服
若
し
く
は
植
民
に
し
て
〈
世
界
の
人
類
を
平
等
踊
し
、
其
聞
に
主
従
内
外
の
差
別
を
樹
て
ぎ
る
と
と
に
よ
り
筆
者
註
〉
却
っ
て

自
園
り
嚢
亡
を
来
さ
む
が
如
き
事
あ
ら
ば
、
実
所
謂
人
遣
の
大
義
な
る
も
の
は
寧
ろ
園
家
の
大
罪
悪
に
非
ぎ
る
乎
。
L

ハ
帝
国
主
義
と
植
民
〉

と
考
へ
ら
れ
て
来
る
。
と

L
に
明
治
に
た
げ
る
日
本
を
と
り
ま
く
園
際
情
勢
の
彼
の
園
家
主
義
に
劃
す
る
反
映
が
見
ら
れ
る
。

伎
の
排
外
的
愛
園
心
も
キ
リ
ス
ト
教
嫌
ひ
も
既
に
少
年
期
か
ら
見
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
倫
理
説
の
理
想
主
義
の
問
題
と
合
す
る
と

樗
牛
仁
お
昨
日
る
内
（
面
的
必
然
性
に
づ
い
て

開
？ヒ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



樗
品
守
に
』
申
か
る
防
積
約
必
然
性
一
に
門
医
い
で

と
に
よ
っ
て
今
や
紬
艇
の
岡
家
至
上
主
撞
e
民
旅
精
神
統
一
論
に
ま
で
生
長
し
て
来
た
＠
も
し
ド
イ
ツ
施
親
念
論
が

V
イ
ツ
絶
劃
主
義
に
帰
属
ず

、
る
観
念
形
態
で
あ
る
と
す
る
注
ら
ぽ
、
帝
園
憲
法
と
教
育
勅
語
と
を
根
本
精
紳
と
す
る
銭
。
日
本
主
義
も
そ
の
限
り
で
明
治
組
劃
主
義
の
理
論

a

で
あ
る
だ
ら
う
。
‘
た
立
と
の
場
合
で
も
、
か
L
る
理
論
は
彼
自
身
に
於
て
必
然
的
な
理
論
的
展
開
。
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
、
ぞ
れ
故
キ

p
ス
ト

敬
排
斥
も
、
井
上
哲
戎
郎
の
キ
”
F

ス
ト
敬
排
斥
運
動
が
二
十
五
年
で
あ

p
、
日
清
鞍
撃
の
開
始
が
二
十
七
年
で
あ
っ
て
も
3

修
の
国
家
主
義

は
、
ぜ
い
を
い
ニ
ム
ト
い
い
年
以
後
で
な
け
札
ば
成
立
し
な
か
っ
’
た
の
で
あ
る
と
と
、
だ
か
ら
彼
の
園
家
主
義
は
彼
D
ロ
守

Y
チ
シ
ス
ム
の
一
表
現

．
で
も
あ
り
、
彼
自
身
の
内
面
的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
と
に
理
想
主
義
的
な
個
人
D
幸
輔
の
概
念
が
、
い
ひ
か
へ
れ
ば
近
代
個
我
D
自
鹿
%
の
展
開

が
倒
載
の
錨
大
即
闘
家
樺
力
。
闘
係
広
於
て
一
つ
の
飛
躍
を
示
L
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
と
と
は
注
意
し
泳
げ
れ
ば
な
ら
な
い
oe

而
し
て
般
の
閤
家
主
義
の
内
的
必
然
性
と
並
ん
で
．
外
的
に
そ
の
意
識
を
強
め
た
も
の
は
「
人
種
競
容
と
し
て
見
た
る
極
東
問
題
」
に
一
示
さ

’
れ
る
、
日
清
鞍
守
麗
と
民
族
危
機
観
で
あ
る
。
日
清
鞍
撃
は
嘗
時
の
大
部
分
D
国
民
に
と
っ
て
義
鞍
で
あ
っ
た
。
と
の
鞍
舎
を
現
在
か
ら
麗
史

的
に
考
察
す
れ
ば
積
A

な
る
と
と
も
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
幸
徳
秋
水
で
ず
ら
が
「
帝
国
主
義
」
を
著
し
た
の
は
三
十
四
年
り
と
と
で
あ
？

た
。
内
村
鑑
三
に
沿
い
て
も
非
職
論
は
日
清
戦
争
の
「
結
果
」
を
見
、
米
西
職
拳
に
よ
る
米
図
。
政
策
円
一
揖
ル
仰
に
よ
っ
て
よ
ぴ
さ
ま
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
「
私
も
ヲ
い
と
む
ご
る
ま
で
艶
舎
の
悪
い
と
い
ふ
と
と
が
と
う
し
て
も
わ
か
ら
や
、
キ

pス
ト
教
を
信
じ
て
以
来
と
と
に
二
十
三
周

年
に
わ
た
り
し
も
、
私
も
一
職
論
者
。
一
人
で
あ

P
ま
し
た
。
現
に
日
清
験
器
・
0
時
に
た
い
て
は
、
今
と
は
ち
が
ひ
、
敵
文
a

を
も
っ
て
日
本
＠

E
義
を
世
界
に
向
つ
℃
訴
へ
ん
と
す
る
が
如
き
者
は
ご
く
ご
ベ
少
数
一
で
あ
り
ま
し
た
故
に
、
ょ
せ
ば
よ
ろ
し
い
の
に
、
私
は
私
の
廻
ら
れ
同
一
筆

を
ふ
る
ひ
ま
し
て
、
『
日
清
戦
守
の
義
』
b
L
草
ル
て
と
れ
を
世
に
公
に
し
た
共
第
で
あ
り
ま
す
9
」
ハ
内
村
・
－
余
が
非
職
論
者
と
な
り
し
由
来
、

’
附
橋
三
十
七
毎
）
「
人
種
競
争
と
し
て
見
た
る
極
東
問
題
」
で
樗
牛
は
、
世
界
史
を
遁
じ
て
「
ア
ー
ル
ヤ
入
穂
」
が
「
非
ア
ー
ル
ヤ
人
種
」
を

攻
師
事
し
来
h
v
、
世
界
の
帝
魁
主
義
が
最
後
の
一
一
隅
と
し
て
の
日
本
を
但
園
し
つ
L
あ
る
情
勢
佐
越
べ
た
後
戎
の
如
ミ
一
E

A

J

て
ゐ
る
。
「
鳴
呼
日

漉
鞍
崎
市
な
る
も
D
？
何
が
鎗
民
起
り
し
ゃ
。
朝
鮮
の
調
立
を
挟
翼
し
来
詳
の
平
和
を
維
持
せ
む
が
た
め
に
作
さ
れ
た
り
と
云
ふ
に
非
4
y
や
。
朝

四九
l¥ 

、
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鮮

D
濁
立
六
東
洋
の
平
和
、
是
れ
を
以
℃
者
と
す
る
の
鞍
は
天
下
の
韓
鞍
な
り
」
と
。
と
れ
危
雷
時
D
露
政
者
の
御
題
自
に
踊
ら
怠
れ
た
も
0

・
と
仮
定
し
て
も
攻
。
語
は
韓
で
も
云
ひ
得
る
と
と
で
は
・
な
か
ヲ
た
。
「
然
れ
E
も
善
人
は
是
白
一
麓
職
を
闘
は
む
が
篇
に
支
那
帝
闘
を
再
び
起
－

能
は
ざ
る
べ
〈
打
壊
し
た
る
に
非
守
や
。
吾
入
賞
に
是
を
悲
し
む
な
り
。
支
部
は
吾
人
と
同
人
種
に
属
す
る
噌
一
の
帝
固
に
非
占
ー
や
。
：
：
：
蕃

人
の
日
本
と
支
那
帝
園
と
は
世
界
に
た
げ
る
最
後
。
ツ
ラ
ン
人
績
の
岡
家
と
し
て
相
抱
擁
し
相
提
揃
し
て
其
D
運
命
を
共
に
す
べ
き
と
と
を
替

ふ
べ
き
に
非
歩
や
。
支
部
は
吾
人
の
唯
戸

O
同
胞
な
り
。
：
；
：
吾
人
は
営
に
来
る
べ
き
雨
人
種
最
後
の
大
格
闘
を
眼
前
に
望
み
悲
が
ら
、
是
唯

一
の
同
朋
に
大
打
撃
を
加
へ
℃
、
再
び
起
つ
能
は
ざ
ら
し
め
、
雌
し
て
自
ら
快
し
と
す
べ
き
た
る
乎
。
鳴
呼
支
那
を
傘
死
せ
し
め
た
る
吾
人
は

自
ら
英
一
手
を
臨
ち
た
る
者
に
非
ざ
る
か
。
思
ふ
て
裁
に
到
れ
ば
、
吾
人
の
誇

p
と
す
る
所
の
日
清
職
争
は
畢
寛
極
東
D
本
町
輔
、
ツ
ラ
Y
人
横

列
強
白
武
力
は
「
東
洋
の
局
面
を
墜
し
で
以
て
事
局
の
愈
轄
を
耽
瞬
時
E
h
v
o
：
：
：
人
種
競
争

。
大
不
幸
広
非
歩
や
。
」
そ
し
て
三
園
干
渉
f

。
最
態
。
大
格
閣
は
呉
れ
我
島
帝
国
に
あ
釘
む
か
o
」軍．

第
二
期
国
家
主
義
時
代
D
樗
牛
は
古
一
十
年
四
月
第
二
高
校
駿
授
僻
任
、
博
文
館
に
ス
祉
、

E
つ
「
太
陽
」
の
輝
輯
に
絡
事
し
た
時
代
で
健
康

も
順
調
、
旗
行
も
し
て
ゐ
る
。
ジ
ャ
1
ナ
H
ス
ト
と
し
て
の
彼
D
立
場
が
織
の
論
陣
を
威
勢
の
よ
い
も
の
に
し
、
時
流
の
指
導
者
と
し
て
の
集

分
的
昂
揚
を
も
た
し
め
た
ζ

と
も
内
村
の
例
な
E
に
一
℃
否
定
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
三
十
三
年
八
月
熔
血
し
て
東
京
駿
河
華
佐
々
木
病
院
に

入
っ
て
か
ら
病
勢
は
ず
L
み
、
以
後
興
津
、
犬
磯
に
病
苦
と
孤
摘
。
中
氏
一
過
ご
す
と
と
に
な
り
、
一
一
エ
・
・
四
年
か
ら
の
第
三
期
が
家
為
。
と
の
第

三
期
D
ロ
守

νチ
ッ
ク
・

a
ゴ
イ
ス
ム
を
伎
は
自
己
＠
精
神
＠
自
然
の
展
開
と
一
耳
ひ
、
内
的
な
必
然
性
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
具
腫
的

に
は
そ
れ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
前
掲
D
三
十
四
年
四
万
二
十
四
日
の
ペ
ル

9
ン
に
居
る
姉
崎
明
風
施
。
書
簡
D
中
に
も
去
っ
て
ゐ

た
や
う
に
、
綾
＠
「
骨
H

T

ン
チ
シ
ス
ム
の
臭
味
を
帯
び
て
居
る
一
一
揖
の
個
人
主
義
」
も
民
本
主
義
や
岡
家
至
上
主
義
の
見
地
を
打
破
る
べ
き
「
理

樗
牛
に
お
陣
。
る
内
面
的
必
然
栓
wh
ヲ
い
て

因
究a
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樗
牛
に
お
帥
り
る
内
調
的
必
然
強
に
つ
い
て

五
0 

白
い
は
な
か
っ
泥
。
た
ピ
嘗
時
の
園
語
改
良
・
園
字
改
良
・
言
文
一
致
、
風
俗
改
良
等
、
「
遺
徳
、
教
育
、
も
L
く
は
舵
舎
改
良
に
闘
す
る
今

D
人
の
読
に
は
、
殆
ん
E
す
べ
て
満
足
出
来
ね
様
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
と
D
と
と
は
園
家
主
語
に
立
つ
貸
用
的
な
幸
輔
の
迫
究
に
満
足
出

来
ね
と
と
で
あ
り
、
彼
の
人
生
観
の
理
想
主
義
的
主
二
元
的
矛
盾
闘
係
。
中
の
客
観
性
が
患
い
て
主
観
的
怠
謹
徳
理
想
の
立
場
が
進
出
し
て
赤
・

た
と
と
を
意
味
す
る
。
主
観
と
客
観
、
個
人
的
自
我
と
園
家
的
自
売
り
閉
D

「
振
れ
」
が
今
や
再
び
主
観
的
、
個
人
的
な
も
D
へ
戻
っ
て
三
来
た

D
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
D

「
振
れ
」
を
艮
ら
せ
た
直
接
的
な
原
因
は
病
苦
と
弧
調
、
殊
に
「
死
と
の
直
面
」
・
に
あ
る
と
と
は
勿
論
と
し
て
も
、

宵
そ
れ
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
・
エ
ゴ
イ
ス
ム
に
ま
で
形
を
取
る
と
と
に
は
、
第
二
期
か
ら

ρ、
更
に
第
一
期
か
ら
さ
へ
の
内
的
訟
闘
輔
が
な
け
れ

ば
主
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
基
本
組
は
伎
の
本
来
的
友
、
ま
た
明
治
中
期
の
官
守

Y
チ
シ
ス
ム
巴
あ
り
、
幸
繭
温
求
の
た
b
D
個
載
が
、
一
一
度
囲

／
 

家
的
自
費
へ
の
冥
合
一
致
。
妙
境
を
志
向
し
、
其
慮
に
自
己
の
極
度
D
擁
太
と
個
我
を
超
越
す
る
意
志
と
を
経
験
し
て
、
再
び
℃
の
披
大
さ
れ

超
越
し
た
意
志
在
、
人
格
的
個
性
的
た
も
の
に
求
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
主
観
か
ら
客
観
へ
そ
し
て
南
端
衡
を
止
揚
し
た
意
味
で
D
大
い
な

主
麗
ハ
個
我
》
へ
、

ζ

の
彼
の
思
索
の
原
型
は
ド
イ
ツ
流
観
念
論
者
と
し
て
営
然
の
と
と
な
が
ら
、
種
々
た
る
費
形
を
以
っ
て
彼
の
理
論
に
臆

用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
ο

＝l
チ
品
、
日
蓮
の
護
見
も
と
D
意
味
で
靖
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
慣
値
の
創
浩
者
・
そ
D
賓
践
者
と

し
て
の
強
い
個
性
の
み
が
第
一
一
一
期
の
彼
D
認
め
る
と
と
る
と
な
っ
で
来
る
。

第
二
期
に
於
℃
伎
は
ロ
を
極
め
て
岡
家
主
義
を
説
き
、
園
民
精
紳
の
統
一
を
叫
び
司
国
民
文
化
、
園
民
的
詩
人
白
出
現
を
要
望
し
た
。
そ
れ

は
一
つ
に
は
伎
の
内
面
的
危
自
我
縄
大
の
要
求
と
一
つ
に
は
闘
際
情
勢
に
治
け
る
民
族
危
機
観
か
ち
来
て
ゐ
た
。

mmし
占
面
と
白
と
と
は
十
九

世
記
文
明
を
虚
備
罪
悪
と
見
、
ハ
罪
惑
の
一
千
八
百
九
十
年
）
日
本
の
枇
舎
が
あ
ら
ゆ
る
面
干
抗
滞
し
て
ゐ
る
と
と
に
封
ず
る
彼
D
焦
慮
で
も

あ
っ
た
。
「
由
市
山
教
の
無
カ
な
る
今
日
の
如
き
は
あ
ら
歩
、
駿
育
の
無
力
な
る
今
日
の
如
き
は
あ
ら
歩
、
枇
曾
的
制
裁
D
無
力
な
る
亦
今
日
の
如
き

は
あ
ら
骨
J
o

－
－
：
：
園
民
遺
徳
の
統
一
を
目
的
と
せ
る
幾
多
D
主
義
幾
多
の
圏
躍
は
起
り
た
り
。
然
れ
E
も
未
完
曾
て
救
世
の
使
命
を
白
魔
し
て

．
一
代
の
・
亦
鐸
と
ま
れ
る
も
の
あ
ら
ざ
る
也
。
園
民
的
謹
徳
は
依
然
と
し
て
混
沌
た
る
過
渡
期
の
中
に
あ

p
。
忠
孝
の
名
喧
し
く
唱
へ
ら
れ
て
其

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



賞
却
っ
て
奉
ら
歩
、
法
治
の
制
度
立
っ
て
人
却
っ
て
法
を
軽
ん
歩
。
生
活
の
上
に
沿
い
て
は
過
酷
な
る
巌
粛
主
義
に
非
守
れ
ば
則
ち
殺
擢
の
盲

目
的
蹄
依
あ
る
の
み
」
ロ
ハ
本
年
の
二
大
問
題
、
一
二
十
三
年
）
共
慮
に
個
人
の
白
魔
・
賓
践
が
能
に
稜
見
出
来
な
い
と
と
を
彼
は
あ
ら
ゆ
る
箇
所

で
叫
ぴ
つ
ど
げ
て
ゐ
る
。
ま
た
第
一
次
産
業
革
命
後
D
経
情
的
護
展
に
伴
ふ
物
質
文
化
の
傾
向
も
、
精
紳
主
義
D
彼
w
h

取
っ
て
は
耐
え
が
た
い

「
今
や
盛
柴
を
誇
る
の
風
は
凡
て
D
一
肱
舎
に
浸
潤
せ
り
。
宮
め
る
も
D
は
其
の
富
白
人
に
知
ら
れ
ざ
ち
ん
世
帯
を
是
れ
霊
へ
、

富
ま
ざ
る
も
の
は
其
の
宮
ま
ざ
る
と
と
の
人
郎
知
ら
れ
ん
事
を
走
れ
恐
る
。
金
銭
は
凡
で
の
物
の
単
位
と
な
れ
り
。
一
英
、
品
位
、
威
厳
、
凡
そ

も
の
で
あ
っ
た
。

是
れ
等
の
も
の
は
、
金
銭
の
多
嘉
に
よ
り
て
秤
量
じ
得
ざ
る
は
無
し
と
思
惟
せ
ら
る
。
あ
は
れ
無
趣
味
。
世
な
る
哉
」
。

（
虚
柴
の
世
、
一
一
一
十

二
年
）
曾
つ
℃
異
・
善
＠
美
の
慣
値
を
求
め
て
こ
れ
を
こ
の
世
に
護
見
ぜ
ん
と
じ

τ、
文
書
と
倫
理
と
哲
壊
、
と
に
あ
こ
が
れ
、
と
れ
を
国
家
主
義

の
中
に
閤
民
の
幸
一
隅
と
し
て
揖
犬
し
樹
立
せ
ん
と
し
た
樗
牛
は
、
今
や
す
ベ
℃
に
失
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
と
れ
よ
り
少
し
後
、
嫌
に

日
露
戦
争
後
に
出
た
一
群
の
反
近
代
主
義
者
た
ち
に
も
温
歩
る
感
慨
で
あ
っ
た
。
異
質
的
な
模
倣
的
西
欧
物
質
文
明
の
決
定
的
な
流
行
の
俗
悪

さ
の
経
験
は
明
治
初
期
D
西
洋
崇
拝
を
一
臆
漕
算
し
た
中
期
の
人
身
に
よ
っ
て
始
め
て
白
鳳
略
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
と
云
つ
℃
も
よ
い
。

「
本
邦
思
想
界
の
現
献
に
ヲ
い
て
何
事
を
か
君
に
雷
同
ひ
選
る
と
せ
ば
、
そ
は
菩
が
不
平
を
書
き
連
ね
る
に
外
な
ら
ざ
る
べ
く
儀
。
さ
れ
芝
吾
等

。
如
き
時
代
の
崎
形
見
よ
り
そ
の
不
平
を
取
り
去
ら
む
は
、
取
り
も
直
さ
歩
其
の
言
論
を
取
り
去
る
に
等
し
。
：
：
：
一
言
を
以
て
是
れ
を
云
へ
－

ぽ
本
邦
の
思
想
図
仲
は
飴
り
に
平
気
に
候
：
・
・
：
今
の
思
想
外
D
煩
潰
と
平
和
と
車
調
と
凡
俗
と
は
何
時
ま
で
吾
等
を
歌
き
吾
等
の
精
神
に
安
慰
を

興
へ
得
べ
し
と
す
る
か
：
：
：
所
詮
は
人
々
自
ら
悟
る
の
外
無
し
と
存
じ
候
」
白
ハ
感
慨
一
束
、
三
十
五
年
八
月
〉
か
く
て
は
要
求
さ
れ
る
も
の
は

た
W
A

「
人
」
で
あ
る
。
個
人
と
し
て
D
自
揮
を
園
家
的
自
魔
の
中
に
見
出
し
園
家
を
昂
め
る
と
と
に
よ
っ
て
個
人
を
昂
め
ん
と
し
た
企
画
が
ナ

べ
℃
不
満
足
な
結
果
を
一
訴
す
以
ム
、
今
や
要
求
せ
ら
れ
る
も
D
は
再
び
強
力
左
個
人
的
意
志
で
あ
る
。

「
賀
行
家
・
：
・
：
観
心
自
魔
色
上
に
立
脚

せ
る
意
力
あ
り
、
情
熱
あ
る
費
行
家
」
で
あ
る
。
（
現
代
思
想
界
に
劃
す
る
吾
人
D
要
求
、
一
一
一
十
五
年
一
月
）
そ
し
て
か
う
し
た
現
献
を
前
に
し

て
も
、
第
二
期
に
な
げ
る
綾
は
国
家
主
義
を
否
定
す
る
「
理
由
」
は
有
た
な
い
。

「
不
精
」
に
劃
し
て
闘
ふ
D
み
で
あ
る
。
だ
が
一
度
「
所
詮

樗
牛
に
お
け
る
内
荷
的
必
然
佳
に
つ
い
て

／
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樗
牛
に
お
け
る
内
面
的
必
然
品
聞
に
つ
い
て

五

は
悟
る
よ
り
他
な
し
」
＆
云
仏
、

「
賓
館
・
創
造
O
人
格
」
に
よ
び
か
げ
る
に
至
っ
て
、
彼
は
第
一
一
一
期
に
突
入
す
る
。
と
の
時
期
に
彼
は
皐
智

・
遺
徳
を
否
定
し
生
き
る
と
と
そ
れ
自
健
に
債
値
乞
見
出
し
完
全
な
る
「
自
己
現
化
」
の
境
地
に
入
る
。
そ
れ
故
と
の
態
度
は
自
然
主
義
的
と

も
云
へ
る
も
D
と
な
り
、
生
き
る
と
と
が
目
的
そ
の
も
D
で
あ
る
本
能
主
義
を
唱
え
る
に
至
言
。
そ
し
て
と
の
た
め
の
主
体
と
し
て
0
．
「
観
心

自
費
」
の
人
格
主
義
へ
の
立
場
。
轄
換
は
同
時
に
第
二
期
に
訟
け
る
彼
白
「
不
満
」
を
ー
「
否
定
」
に
ま
で
費
質
さ
せ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
前

掲
姉
崎
宛
白
「
感
慨
一
束
」
に
彼
は
引
き
つ
ど
き
拭
O
や
う
に
云
ふ
。
「
自
ら
悟
ら
む
と
欲
せ
ぽ
先
づ
自
ら
疑
ふ
に
若
く
は
無
し
。
個
人
は
個

人
D
存
在
を
疑
へ
。
共
の
何
D
震
に
生
き
叉
何
D
矯
に
生
き
ん
と
す
る
や
に
就
い
て
翼
撃
な
る
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
よ
。
：
：
：
枇
舎
も
亦
其
存
立

白
根
躍
を
疑
へ
。
殊
に
国
家
は
其
の
憲
法
と
法
律
と
慶
大
な
る
版
固
と
強
威
な
る
軍
備
と
を
擁
し
て
何
の
震
に
存
在
す
る
か
叉
存
在
せ
ざ
る
・
ぺ

か
ち
ぎ
る
か
を
疑
へ
」
。
そ
し
て
と
L
か
ら
国
家
主
義
と
誼
徳
主
義
と
に
劃
す
る
全
面
的
な
批
判
的
な
立
場
が
生
れ
、
そ
の
制
約
を
断
ち
切
る

と
と
に
よ
っ
て
新
し
い
生
の
根
操
と
し
て
の
「
エ
ゴ
イ
ス
ム
」
が
自
覚
さ
れ
て
来
る
。
そ
じ
て
と
の
「
疑
惑
」
と
そ
明
治
三
十
五
年
前
後
の
絶

劃
主
義
機
構
の
も
つ
メ
カ
一
一
ズ
ム
に
劃
す
る
「
側
人
」

D
側
か
ら
の
本
質
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
と
は
多
く
の
例
詮
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

－‘ー，、

O
人
を
獣
に
す
と
い
ふ
や
、
人
は
最
も
寧
惑
な
る
獣
な
り
。

O
遁
徳
は
債
値
な
り
。
然
れ
E
も
債
値
は
道
徳
の
み
に
限
ら
や
。
：
：
：
人
の
最
大
白
拳
踊
は
最
大
な
る
慣
値
の
存
す
る
所
に
存
ナ
。

O
慣
値
は
慣
値
を
製
遣
す
る
者
の
専
有
物
な
り
。

l
l債
値
な
き
聞
に
遺
徳
な
し
。
即
ち
遺
徳
は
道
徳
を
謹
る
と
と
の
出
探
る
者
に
の
み
雪
一
ひ

得
ベ
し
｜
｜
世
間
の
善
悪
は
管
慣
上
白
芸
名
⑪
み
。
人
生
の
最
絡
の
判
断
は
善
悪
に
あ
ら
守
し
て
幸
、
不
幸
な
り
？

吾
を
裁
く
も
の
は
吾

人
D
み
？

O
入
は
園
恩
に
死
す
と
云
ふ
。
誰
か
苑
ぬ
る
程
圏
思
の
有
難
き
を
感
ぜ
し
ゃ
、

i
！
固
と
固
と
鞍
の
時
は
野
獣
の
群
の
柑
守
ふ
D
み
、
園
家
は
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野
獣
の
大
な
る
も
の
の
み
？

O
園
裁
は
麗
土
を
大
w
や
し
て
、
何
に
す
る
？

。
人
、
医
下
と
一
試
ふ
。
臣
下
と
は
向
。
意
味
ぞ

l
i帝
王
の
傘
貴
は
何
麗
に
あ
る

l
lハ
精
神
上
の
所
伎
は
外
に
あ
り
；
・
；
）
ハ
手
帳
・
断
片
、

軍
備
を
大
に
し
て
？

国
家
と
個
人
（
個
人
は
業
所
謂
遺
徳
k
以
て
園
家
の
不
遺
徳
を
助
く
〉

｝
一
一
十
五
年
二
月
〉

手
艇
に
断
片
的
に
記
さ
れ
た
ζ

れ
ら
む
敷
伺
と
そ
、
第
一
一
一
期
の
彼
白
内
密
た
心
境
を
如
貨
に
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
？
の
多
い
と

O
思
案
は
・
・

第
二
期
か
ら
の
自
己
蹄
却
の
た
ど
／
＼
h
し
い
議
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
十
一
月
に
は
こ
の
一
一
聞
が
文
撃
の
評
論
に
も
現
れ
て
来
た
。
眉
山
の

「
園
家
は
頼
り
な
き
老
農
夫
よ
り
共
の
一
人
息
子
を
園
家
の
篤
と
掛
し
て
兵
役
に
就
か
し
め
職
場

・
「
野
人
」
に
劃
す
る
批
評
が
そ
れ
で
あ
る
。

に
臨
ま
し
め
、
敵
弾
に
死
せ
し
め
た
。
郷
黛
隣
保
は
み
た
／
＼
園
家
D
篤
と
稿
し
て
一
人
息
子
の
融
制
宛
D
露
に
老
良
夫
を
観
し
た
。
臨
牢
校
の
毅

育
家
は
園
家
の
矯
に
討
宛
せ
る
兵
士
は
、
上
杉
謙
信
よ
り
も
武
岡
信
玄
よ
り
も
え
ら
い
と
言
っ
て
老
農
夫
を
喜
ば
せ
た
。
然
し
な
引
ら
死
せ
る

信
玄
乞
子
に
持
た
う
よ
り
は
、

一
人
息
十
D
生
き
て
飾
っ
た
方
が
如
何
程
老
農
夫
に
と
り
で
喜
ば
し
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
」
0

「
人
は
園
・
援
の

震
と
云
ふ
o

成
程
閤
家
は
有
難
い
も
の
で
も
あ
ら
う
。
自
分
は
何
D
故
と
も
知
ら
ぬ
が
、
兎
に
角
共
の
子
主
閤
家
の
震
に
捧
げ
た
の
が
園
民
と

i

や
ら
の
本
分
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ι
錯
し
な
が
ら
鞍
争
だ
に
な
く
ば
、
圏
一
家
の
第
と
云
ふ
だ
に
無
く
ば
、
我
子
は
無
事
息
才
で
あ
り
得
た
も
の

を
。
是
の
現
在
の
悲
み
は
ト
テ
モ
園
家
の
震
と
ま
ふ
様
な
聾
ば
か
り
で
は
打
摘
す
事
は
出
家
ぬ
。
斯
う
な
れ
ば
品
協
な
る
身
に
も
疑
ひ
も
起
る
。

何
故
園
家
と
云
ふ
も
白
は
我
等
の
杖
桂
と
も
頼
む
－
人
息
子
を
ま
で
も
奪
nu
去
っ
て
、
そ
し
で
是
を
戦
場
に
宛
せ
し
む
る
D
で
あ
ら
う
か
・
：
」

ハ
雑
談
。
ロ
一
十
五
年
十
一
月
〉

と
の
「
雑
談
」
は
彼
O
最
後
D
言
葉
と
見
て
よ
い
も
の
マ
あ
っ
た
。
北
バ
属
に
は
ゴ

l
p
キ
ー
に
つ
い
て
十
九
世
紀
文
明
批
評
家
と
し
℃
高
い

「
ゴ
ル
キ
O
作
は
今
の
我
邦
の
枇
許
象
。
雷
同
す
る
如
く
、
罪
惑
浮
浪
の
外
に
何
物
を
も
語
ら
ざ
る
援
の
も
の
で
は
決
し
て
な

い
。
若
し
欲
す
る
な
ら
ば
我
邦
人
の
如
、
き
は
、
是
に
よ
っ
て
多
大
の
毅
訓
と
箆
規
と
を
受
く
る
ζ

と
が
出
来
る
」
と
い
ひ
、
そ
の
雑
談
最
後
の

許
慣
を
輿
へ
、樗

牛
に
お
貯
る
内
面
的
必
然
性
ピ
ヲ
い
て
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樗
牛
に
お
け
る
内
爾
的
必
然
性
に
ヲ
い
て

五
回

僚
は
、人

を
院
し
て
神
と
な
る
、
己
れ
D
小
さ
き
を
悟
る
所
以
で
る
る
ロ
人
の
ま
h
に
し
て
神
と
怠
る
、
己
れ
の
大
い
怠
る
定
信
守
る
静
山
川
以
で
あ

る。
に
魅
つ
℃
ゐ
る
。
第
三
期
の
作
品
と
し
て
は
「
鳴
呼
凡
俗
改
革
」
・
「
美
的
生
活
を
論
守
」
・
「
人
々
自
ら
悟
ら
ざ
る
べ
か
ら
歩
」
・
「
誼
襲

亡
園
」
・
「
心
に
舎
す
る
も
D
唯
雪
量
れ
心
」
・

1

．
「
言
論
畢
寛
人
物
の
み
」
・
「
道
商
事
先
生
D
世
界
」
・
「
罪
は
賓
民
に
在
hv」
・
「
国
家
。

無
情
」
・
「
天
才
の
出
現
」
・
「
天
才
D
犠
牲
」
・
「
天
才
無
き
世
界
」
・
「
平
等
主
義
と
天
才
」
・
「
昌
イ
チ
エ
の
批
難
者
」
・
「
昌
イ
チ

エ
の
歎
美
者
」
・
「
性
欲
」
・
「
性
欲
D
動
く
と
と
る
」
・
「
性
欲
の
醇
化
」
・
「
翼
の
教
育
、
民
主
理
徳
」
・
「
祝
後
録
」
・
「
先
づ
人
た

ら
む
と
と
を
要
す
」
・
「
現
代
に
封
ず
る
吾
人
の
要
求
」
・
「
日
蓮
上
人
と
は
如
何
た
る
人
ぞ
」

「
日
蓮
上
人
と
日
本
圃
」
・
「
罵
倒
録
」
等
そ
D
題
名
の
み
に
て
も
彼
の
思
想
を
う
か
ふ
と
と
が
出
来
る
も
の
が
多
固
い
。

代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
守
」
と
い
ふ
有
名
な
句
も
三
十
五
年
十
月
白
「
無
題
録
」
の
中
D
－
初
で
あ
り
、
そ
り
全
文
は
戎
の
遁
り
で
あ
る
。

現
世
に
於
げ
る
一
切
の
事
替
と
道
徳
と
は
、
骨
骨
D
根
棋
に
於
て
既
に
現
世
を
是
認
す
G

彼
等
は
現
世
を
超
越
せ
歩
し
て
附
随
し
、
審
判
せ
歩

し
て
讃
美
し
、
戒
飾
せ
喚
し
て
阿
従
ず
。
一
代
白
文
教
詮
じ
来
れ
ば
現
世
D
註
轄
に
外
な
ら
ざ
る
白
み
。
山
に
入
て
山
を
見
や
J
G

此．
0
世
の

異
相
を
知
ら
む
と
欲
せ
ば
吾
人
は
須
ら
く
現
代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
J
O

街
く
て
一
日
明
白
事
智
と
道
徳
と
を
離
れ
、
生
れ
な
が
ら
D
小
児
・

0
必
を
以
っ
て
一
切
を
観
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
歩
。

・
「
日
蓮
と
基
替
」
・
「
イ
ゴ
イ
ス
ト
」
・

「
吾
人
は
須
ら
く
現

明

。

、
と
の
小
論
に
沿
い
て
は
揮
牛
の
各
時
期
の
個
々
の
思
索
b
L
詳
細
に
検
討
す
る
と
と
は
試
み
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
先
立
能
り
に
も
激
し
い
彼
D
思

想
と
い
ふ
よ
り
は
立
場
。
聾
化
に
つ
い
て
の
内
的
な
関
脇
に
つ
い
て
棄
摘
を
試
み
た
、
い
は
ぽ
捧
牛
ノ
ー
ト
と
で
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

内
的
な
闘
聯
と
い
っ
て
も
、
各
期
の
思
想
は
夫
々
に
今
少
し
密
接
に
そ
D
種
展
開
係
を
辿
る
と
と
が
出
来
る
が
‘
今
は
そ
D
儀
裕
が
な
い
。
例
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伐
ば
第
二
期
に
つ
い
て
は
、

「
人
生
態
に
如
何
」

D
撰
惑
か
ら
初
ま
っ
て
「
文
夢
及
び
人
生
」
に
ゐ
け
る
異
・
善
・
美
の
慣
値
甑
へ
、
そ
し
て

「
厭
世
論
」
や
「
人
生
の
債
値
及
び
厭
世
主
義
」
・
「
道
徳
D
理
想
を
論
歩
」
な
E
を
還
し
℃
見
ら
れ
る
彼
の
理
想
主
義
と
幸
幅
迫
究
D
問
題

「
老
子
D
哲
墜
」
や
「
印
度
文
襲
。
研
究
」
が
あ
っ
て
「
東
西
ニ
文
明
。
衝
突
い
－
の
問
題
や
「
現
今
の
我
事
術
界
に
治

が
辿
ら
れ
る
一
亦
に
、

げ
る
臆
史
的
精
神
の
欠
乏
」
左
左
明
治
中
期
D
文
化
。
問
題
に
劃
す
る
彼
D
意
見
を
も
見
る
と
と
が
出
来
る
。
と
D
と
と
は
第
二
期
に
つ
い
て

も
第
三
期
に
つ
い
て
も
云
は
れ
る
け
れ
E
も
一
切
省
略
し
た
。

樗
牛
の
思
索
自
瞳
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ゐ
の
臭
が
強
く
、
ま
た
一
種
の
美
文
家
で
あ
っ
て
、
そ
D
た
め
か
思
想
同
容
は
形
式
的
で
あ
り
単
純
で
あ

り
、
矛
盾
も
多
い
様
に
恩
へ
る
。
例
へ
ば
「
美
的
生
活
を
論
守
」
な
E
を
一
聾
し
て
も
、
と
の
傾
向
は
可
成
明
瞭
で
あ
る
o
恭
し
そ
の
た
め
に

誤
解
め
い
た
非
難
も
生
じ
易
い
。
と
の
「
美
的
生
活
論
」
に
劃
し
て
の
長
谷
川
天
漢
や
島
村
抱
月
の
批
評
た
E
も
、
そ
の
批
評
自
簡
は
橋
牛
D

文
章
よ
り
も
着
賞
で
常
識
的
で
、
よ
く
捧
牛
の
論
理
的
矛
盾
を
衝
い
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
が
、
挿
牛
の
真
意
は
却
っ
て
失
は
れ
て
ゐ
る
と
云
っ

て
よ
い
。
特
に
第
三
期
の
彼
の
思
想
主
E
は
句
む
し
ろ
一
種
の
悟
り
D
や
う
な
も
の
で
、
閥
的
・
な
集
分
を
ナ
ら
漂
は
せ
て
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
、

と
れ
を
箪
に
論
理
的
に
考
へ
る
と
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
．

然
し
そ
れ
に
も
か
L
は
ら
今
、
彼
の
思
索
。
遣
は
時
代
の
傾
向
と
能
り
に
ピ
ツ
グ

p
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
或
る
人
々
か
ら
は

時
代
迎
合
的
だ
と
も
湾
へ
ら
れ
か
ね
な
い
。
伎
の
第
二
期
の
み
を
見
れ
ぽ
彼
程
強
烈
た
国
家
主
義
者
は
・
な
い
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
な
ら
第
三
期

の
園
家
観
を
E
う
解
樺
し
た
ら
よ
い
か
が
問
題
に
な
る
。
だ
か
ら
彼
D
圏
家
主
義
論
を
他
り
と
の
時
代
の
国
家
主
義
の
理
論
の
系
列
に
入
れ
て

論
・
ヂ
る
と
と
は
出
来
℃
も
、
と
れ
を
以
っ
て
彼
を
国
家
主
義
者
と
の
み
限
定
し
て
し
ま
へ
た
い
も
D
が
残
る
。
要
す
込
に
彼
は
プ
チ
プ
ル
・
イ

y
テ
F
の
立
場
に
蕗
始
し
、
と
白
立
場
か
ら
個
人
の
幸
幅
を
求
め
て
物
種
し
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
を
し
て
側
人
の
串
繭
を
遁
究
さ
せ
て

態
に
一
種
。
本
能
主
義
と
絹
せ
ら
れ
る
も
D
に
ま
で
遁
ひ
や
っ
た
と
と
る
に
明
治
の
政
治
的
・
文
化
的
な
性
格
が
あ
る
。
だ
か
ら
亦
そ
れ
が
揮

牛
を
時
代
か
ら
切
り
は
な
せ
な
い
も
む
に
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
鍍
白
木
能
主
義
は
と
D
時
代
D
文
謹
上
に
治
げ
る
自
然
主
麓
D
問
題
と

樗
牛
に
お
け
る
内
面
的
必
然
性
に
づ
い
て

五
五
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樗
牛
に
お
仲
リ
る
内
爾
的
必
然
性
に
ヲ
い
て

密
接
注
関
聯
を
有
？
っ
て
ゐ
る
ロ
鶴
し
と
O
と
と
は
鍍
が
犠
D
心
境
と
じ

τ自
然
主
義
的
で
あ
ら
う
と
努
力
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
鍍
は
彼

D
思
索
。
必
然
の
結
果
と

b
t其
属
医
到
建
し
た
ま
で
の
事
で
あ
る
し
1

時
代
か
ら
超
越
し
よ
う
と
ず
ら
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
態
智
・
撞
犠

は
彼
の
第
一
期
、
第
二
期
で
は
伎
の
生
命
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
賓
の
進
歩
改
善
D
た
め
の
唯
一
の
武
器
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
も
伎
は
第
三
期
で
否
定
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
園
家
意
志
へ
白
絶
望
で
も
あ
り
、
啄
木
流
に
一
冨
へ
ば
時
代
の
閉
塞

を
揮
牟
は
感
巴
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
と
の
時
代
を
超
越
す
る
と
と
に
よ
ヲ

τは
巴
め
で
彼
O
目
的
で
あ
っ
た
批
判
的
精
神

が
本
質
的
な
も
D
を
獲
得
し
て
ゐ
る
と
と
は
、
前
掲
O
第
三
期
の
彼
の
考
へ
方
で
明
か
で
あ
ら
う
。
啄
木
が
捧
牛
を
精
紳
的
蕊
思
人
tc
考
へ
て

－i
一

ゐ
る
と
と
も
、
か
う
考
べ
る
と
単
に
文
事
上
回
ロ
マ
シ
チ
シ
ス
ム
の
系
統
関
係
巴
つ
い
て
一
だ
げ
O
事
で
は
な
い
と
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
唯
啄
木

の
場
合
は
、
そ
の
時
代
閉
塞
を
考
へ
る
と
と
に
よ
っ

τ次
第
に
粧
台
階
叡
的
な
も
の
に
接
近
し
℃
ゆ
き
、
舵
合
主
義
的
た
立
場
を
取
り
初
め
る

ま
と
ろ
ま
で
到
議
す
る
と
と
が
見
ら
れ
る
が
、
樽
牛
は
ド
イ
フ
流
観
念
論
者
と
し
て
あ
く
ま
で
個
人
主
義
的
で
あ
っ
た
。
ど
L
に
彼
に
h
M

け
る

誼
代
的
自
我
白
問
題
が
提
起
さ
れ
で
ゐ
る
と
と
も
重
大
で
あ
っ
て
、
彼
に
あ
っ
℃
は
と
り
個
人
主
義
を
極
端
に
押
し
つ
め
て
品
ゴ
イ
ス
ト
に
な

る
と
と
で
、
嘗
時
既
に
感
巴
初
め
ら
れ
て
ゐ
た
時
代
閉
塞
的
な
も
む
を
批
判
し
、
と
れ
に
抵
抗
す
る
と
と
が
凪
燕
た
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

と
れ
に
は
時
代
も
亦
啄
木
ど
り
も
そ
れ
だ
げ
若
く
健
全
だ
あ
っ
た
と
い
ふ
理
由
も
あ
る
。
時
代
と
個
人
、
内
的
な
瑳
展
。
必
然
性
と
外
的
環
境

と
の
問
題
は
思
想
史
D
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ
重
大
友
問
題
で
あ
る
。
稽
牛
に
つ
い
て
も
、
外
的
な
環
境
・
融
合
・
時
代
D
傾
向
な
E
と
む
闘
勝
。

詳
細
友
雄
討
が
必
要
で
あ
る
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
た
い
が
、
と
L
で
は
持
鹿
に
ま
で
到
り
得
な
か
っ
た
と
と
を
遺
憾
と
す
る
。

ハ
昭
和
二
九
・
五
・
ご
＝
〉

者
m

そ
の
先
血
揮
者
依
然
し
怠
営
破
た
る
も
の
を
塊
ま
な
か

A
V
K
。：・

樗
牛
K
自
を
き
ま
し
て
、
験
っ
て
、
敗
れ
て
、
考
へ
て
、
泣
い
て
、

結
呆
は
今
の
自
然
主
義
戸
庚
わ
意
味
に
於
げ
る
〉
！
」

五
六

‘．z’
 

4

・・
晶｛
 
例
九
一
広
啄
木
の
日
程
‘
明
治
偲
十
一
年
七
月
六
日
の
保
「
金
田
一
賓

と
露
。
た
。
明
治
新
思
潮
の
施
れ
と
い
ふ
事
に
就
い
て
、
朱
張
時
代

＠
白
血
閣
の
根
源
は
高
山
樽
牟
の
白
昼
に
あ
ヲ
た
主
語
っ
た
。
先
長

， 
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On Chogyu' s ( ~.lf-) Thought: 

By Y.Nishio 

. Chogyu had three stand-points in the life-history of his thought. ~acli. 

of these three shows grand leap~. Throughout these leaps, however, there 

runs his essential tendency, so we can find the- inner necessity in the5e 

changes of his thought. He ;as a_ romanticist, and endeavoured to pursue 

_the individual happiness in this tendency. His Nationalism -is only an 
. . 

expressio_n of this thought. But he found disappointment in his Nation-

alism, and in his later years he rediscovered his own life in· Egoism 

Many people fall into a misconception, by fixing their eyes on only one 

epoque of his· thought and defining him as a Nationalist. 
' 
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